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Ⅰ 緒 言

筆者はさきに,火山灰土壌の表層に存在する腐植質黒色埴壌土に植えられたリンゴ,ナシ

およびブドウの各幼樹の生育に対して,珪カルの肥効が炭カルに比較してきわめてすぐれて

いることを報告した3)･4)0

果樹は一般に探根性であって,表層土のみならず下層土の性質が,樹の生産力に大きく影

響する｡そこで今回は,これまで実験を行なってきた表層の腐植質黒色土と,その下層に存

在する黄褐色埴壁土 (第3層)の両者を用いて,リンゴおよびモモの幼樹を植え,珪カルの

肥効について実験した｡

Ⅱ リンゴおよびモモの1年生樹を用いた実験

1 材料および方法

供試土壌は,信州大学農学部構内未耕地の,第1屑の腐植質黒色土および第3層の黄褐色

土であって,その化学的諸性質は第1表に示すとおりである｡

Table1. Chemicalpropertiesofthesoilsusedintheexperiment.

Exchange Exchangeablecations Available Absorption

acidity _｣ me/100g) ?lei.､ EFOe.,ffiRient
(H20) (KCl)aTyl:)' cT Mg K (ppm) ofP205

Black
surfacesoil

Yellowish
brownsubsoil

4.81 4.48 3.75 0.85 0.34

5.26 4.97 1.25 1.02 0.46

0.47 4.6 2,170

0.52 1.2 1,890

昭和34年12月に,表層黒色土および下層黄褐色土を素鉢1尺鉢につめ,各土壌について,

肥料三要素のみを施用した対照区,それにさらに珪カルを施用した珪カル区,施用した珪カ

ル中の石灰および苦土成分を炭カルおよび苦土石灰で施用した石灰+苦土区,および珪カル

中の石灰成分を炭カルで施用した石灰区の4試験区を設けた.そして,1区6-鉢として,リ

ンゴ (国光)およびモモ (大久保)の各1年生首を,各鉢1本ずつ植えた｡

供試した珪カルは,高炉製鉄鉱浮で,アルカリ度43,有効石灰37%,有効珪酸27%そして
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有効苦土5%を合有していた｡また,供試した苦土石灰には有効石灰35%および有効苦土17

%を含み,炭カルには有効石灰55%を含んでいた｡実際に施用した1鉢あたりの量は,第2

表に示すとおりである｡

Table2. Amountsofslag,dololniteandlimestoneappliedpertree(Ⅰ).

Treatment slag(C(ago)MgO) Dolomite((ga)o･MgO) Limesto(nee)(CaO)

Control

Slag 60 (22,3)

CaO+MgO -

CaO
18 (6,3) 29 (16)

40 (22)

Ⅰnadditiontotheabove,N:4g,P205:2gandK20:3gwereappliedtoeachtree.

肥料三要素は, 1鉢あたり窒素4g,リン酸2g,カリ3gずつ施用した｡用いた肥料は,

硫安,尿素,過 リン酸石灰および塩化カリである｡

過 リン酸石灰,珪カル,苦土石灰および炭カルは,定植時に全量を土嚢とよく混和しなが

ら施用し,窒素およびカリは,定植時に半量を硫安および塩化カリで施用し,残りの半量は

尿素および塩化カリで6月および7月の2回に分けて追肥した｡

1年後の昭和35年12月に,樹を掘上げて生育量を調査した｡その際,モモは地上部と地下

部とに解体したが,リンゴは解体せずに後の実験に用いた｡

土壌反応の測定は,8月および掘上時に鉢の中央部から土壌を採寂し,蒸溜水およびlN

塩化カリ液で浸出後,キンヒドロン電極法によって測定した｡

2 結 果

(1) 土壌反応

8月および12月に測定した各区の土薬pHの平均値は,第3表に示すとおりである｡

Table3. SoilpHineachtreatment(Ⅰ).

Treatment Blacksoil Yellowish brownsoil

(H20) (KCl) (H20) (KCl)

Contro1 4.6 4.4 5.0 4.7

Slag 5.7 5.1 6.4 5.8

CaO十MgO 6.3 5.7 7.1 6.6

CaO 6.2 5.6 7.0 6.4

すなわち,黒色土および黄褐色土ともに,対照区,珪カル区,石灰区,石灰+苦土区の順

に土壌 pH価が高くなっている｡黒色土と黄褐色土とを比較すると,各区とも黄褐色土の方

がpH価が高J､｡

(2) リンゴの生育量

12月の掘上時におけるリンゴの生育量は,第4表に示すとおりである｡
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すなわち,黒色土においては,新棺総伸長量および全生体重ともに,珪カル区においても

っともすぐれており,石灰+苦土区,石灰区,対照区の順におとっている｡ただし,石灰+

苦土区と石灰区との新楯伸長量には差がない｡

Table4. Treegrowthofapplesas

affectedbyapplicationsofslag,

limeandmagnesia(Ⅰ).

Treatnlent Totalshoot Total
length(cm) weight(g)

Blacksoil

Contro1 274(100) 355(100)

Slag 386(141) 676(190)

CaO十MgO 324(118) 626(176)

CaO 323(118) 561(158)

Yellowishbrownsoil

Contro1 231(100) 375(100)

Slag 289(125) 627(167)

CaO+MgO 229(99) 488(130)

CaO 210(92) 444(118)

Fig.1. Mildsymptomsofborondefi-

ciencylnappleleaves.

一方黄褐色土においては,新梢伸長量は,

珪カル区においてもっともすぐれ,ついで

対照区であり,石灰+苦土区および石灰区

では対照区よりもおとっている｡仝生体重

は,珪カル区においてもっともすぐれ,石

戻+苦土区,石灰区,対照区の帳におとっ

ており,新梢伸長量における傾向とやや異

なっている｡

黄褐色土においては,6月下旬頃,石灰

+苦土区および石灰区の新梢の先端に,第

1図に示すような,葉が小さく黄化する症

状が現われ, 1部で伸長が停止した｡ホウ

素欠乏ではないかと思われたので,ホウ砂

の0･2%液に生石灰を0.1%加用して菓面

散布したところ,ふたたび伸長を開始し正

常な葉が展開した｡

また,黒色土および黄褐色土ともに,苦土成

分が施用されていない対照区および石灰区にお

いでは,7月頃から苦土欠乏症状が現われた｡

第2図にみられるとおり,苦土欠乏による落

葉は,黒色土の対照区においてもっともいちじ

るしく,黄褐色土では黒色土に比べて軽微であ

る｡

(3) モモの生育量および花芽形成数

12月の掘上時における,モモの新棺総伸長量,

花芽形成数,地上部および地下部生体重および

T-R率は,第5表に示すとおりである｡

まず黒色士においては,総新棺伸長量および

花芽形成数ともに,珪カル区においてもっとも

すぐれ,石灰+苦土区,石灰区,対照区の順に

おとっているが,新棺伸長量に比べて花芽形成数の方が各区間の差が大きい｡全生休重,也

上部生体重および地下部生体重も,珪カル区においてもっともすぐれ,石灰+苦土区,石灰

区,対照区の順におとっている｡珪カル区ではとくに地下部生体重が大である｡T-R率は,

珪カル区,対照区,石灰区,石灰+苦土区の順に高くなっている｡

黄褐色土においては,総新柏伸長量は珪カル区においてもっともすぐれ,対照区,石灰+

苦土区,石灰区の順におとっている｡花芽形成数は珪カル区においてもっとも多く,石灰+

苦土区,対照区,石灰区の順に少なくなっている｡全生体重も珪カル区でもつともすぐれ,
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Fig.2.Growthappearanceofapplesineachtreatment(photographedonAug･31)･

石灰十苦土区,石灰区,対照区の順におとっている｡地上部生体重は新梢伸長量とほぼ同じ

傾向にあり,地下部生体重は仝生体重とほぼ同じ傾向にある｡T-R率は,対照区では他の
3区に比べて高い｡

黄褐色土の各区における生育を黒色土の場合と比較すると,対照区は黒色土よりも黄褐色

土において生育がすぐれるのに対し,他の3区は黒色土に比べて黄褐色士において生育がお

とり,とくに石灰+苦土区および石灰区における地上部の生育は薗褐色士ではきわめておと

っている｡結局,珪カル区における生育がもっともすぐれている点は両土壌に共通している

が,黄褐色土では各区間における生育量の差が黒色土におけるほど顕著でない｡

なお,モモにおいてもリンゴとほぼ同様に,黒色土の対照区および石灰区,黄褐色土の対
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Table5. Treegrowthandflowerbudformationofpeachesasaffectedby

applicationsofslag,limeandmagnesia.

Treat-ent feontgatlhSをcozf) ihlT.oLeo,ibudsTotal(冨e)ightTop(wge)ightRoot(芸7冒ightT/R

Control 167(100)

Slag 270(162)

CaO+MgO 235(141)

CaO 189(113)

Blacksoil

40(100) 323(100)

104(260) 523(162)

88(220) 416(129)

76(190) 372(115)

105(100) 217(100) 0･48

162(154) 362(167) 0･45

144(137) 272(125) 0･54

127(121) 245(113) 0･52

Control 166(100)

Slag 178(107)

CaO+MgO 122(73)

CaO 102(61)

Yellowishbrownsoil

55(100) 307(100)

84(153) 469(153)

59(107) 348(113)

52(95) 316(103)

102(100) 206(100) 0･50

125(122) 345(167) 0･36

98(96) 252(122) 0･39

84(82) 232(113) 0･36

Fig.3.Growthappearanceofpeachesineachtreatment(photographedonAug･31)･
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. 照区には,苦土欠乏症状が発生したO第3図は苦

Fig.4.Roughbarkappearanceofpeach

shootsintheCaO+MgOtreatmentto

yellowishbrownsoil.

土欠乏による落葉状態を示した ものである｡ ま

た,モモでほリンゴにおけるようなホウ素欠乏症

状は認められなかったが,黄褐色土の石灰+苦土

区および石灰区においては,新棺の伸長が早期に

停止し,樹皮が第4図に示すような粗度状態を呈

した｡

Ⅲ リンゴの2年生樹を用いた実験

1 材料および方法

前記と同一場所から第 1層の腐植F質r黒色土と第

3周の黄褐色埴壌土とを採坂し,内径50cm,深さ

45cm のコンクリート鉢 (容積は素鉢 1尺鉢 の約

lo悟)につめ,第6表に示すように,対照区,珪

カル少量区,同多量区,石灰+苦土少量区,同多

量区,石灰少量区および同多量区の計7試験区を

設けた｡そして,前記の実験を終了して掘上げた

リンゴの2年生樹を,生育量の調査後ただちに,

対照区では6本のうち3本を選び,その他の区では6本を3本ずつ2組に分けてそれぞれの

少量区および多量区にあて, 1鉢に 1本ずつ定植した｡

施用した肥料の量は第6表に示すとおりであり,用いた肥料も前年の実験と同じである｡

また,施肥時期も前年に準じて行なった｡なお本年度は,ホウ素欠乏の予防の意味で,前年

と同じ組成のホウ砂液を5月中旬に裏面散布した｡

Table6. Amountsofslag,dolomiteandlimestoneappliedpertree(II).

Treatment slag((ga)0,MgO) Dolomite(gC)aO,MgO) Limeston冒g(号ao)

Control
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Inadditiontotheabove,N:20g,P･205:6gandK20:12gwereappliedtoeachtree.

土壌の有効態 リソ酸およびリン酸吸収係数は,掘上略に鉢の中央部から土壌を採坂して,

前者は TRUOG の方法,後者は日本土性調査法に従って測定した｡

葉内の養分要素含量の分析は,8月12日に新梢の中央部の葉を採坂し,乾燥粉末化した試

料について,窒素はミクロケルダール法,リンはモリブデン青法,カリウムは炎光光度法,カ

ルシウムおよびマグネシウムはキレート滴定法,珪酸は重量法,ホウ素ほクルクミン湊によ
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って定量したO

その他の方法は,すべて前年に準じて行なった｡

2 結 果

(1) 土壌の pH 価,有効態リン酸含量およびリン酸吸収係数

各区における土壌のpH価,有効態リン酸含量およびリン酸吸収係数は,第7表に示すと

おりである｡

Table7.pH,availablephosphoricacidcontentandabsorptioncoefficientof
phosphoricacidofthesoilineachtreatment.

Treatment
(H20) (KCl)

Absorption
coefficient
ofP205

Blacksoil

Contro1 4･6 4.3 6.4(100)

slag ILH?gWh ::;

cao+MgOIB:gwh …::

cao iLH?gWh 56'.:

4.7 7.0(110)

5.0 8.0(125)

5.3 7.0(109)

5.7 7.9(124)

5.2 7.1(111)

5.5 7.7(120)
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Yellowishbrownsoil

4.7 6.0(100)

5.5 6.6(110)

5.8 6.8(113)

6.2 7.0(115)

6.5 7.0(117)

6.1 6.4(107)

6.4 6.9(115)

1,830(100)

1,750(96)

1,720(94)

1,730(95)

1,710(93)

1,780(97)

1,750(96)

土壌 pH価は,黒色土および黄褐色士ともに,対照区,珪カル少量区,珪カル多量区,石

灰少量区,石灰+苦土少量区,石灰多量区,石灰十苦土多量区の順に高くなっている｡また,

各処理区とも,黒色土よりも黄褐色土においてpH価が高い｡なお,対照区および各多量区

のpH価は前年の実験における各該当区のpH価にほぼひとしい｡

土壌の有効態 リン酸含量は,両土壌共,対照区においてもっとも低く,珪カル,石灰十苦

土および石灰を施用した各区では高くなっており,そして各施用区共,少量区よりも多量区

において高い｡黒色土と黄褐色土とを比較すると,各区共,後者において有効態リン酸含量

がやや低い｡

土壌のリン酸吸収係数は,黒色土では,各区の問にほとんど差がない｡一方黄褐色土で

は,黒色士に比べて全般にやや低くまた各区間の差がやや大であり,そして,対照区でもつ

とも高く,石灰少量区,珪カル少量区,石灰多量区,石灰+苦土少量区,珪カル多量区,石

灰+苦土多量区の順にわずかずつ低下している｡
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(2) 生 育 量

12月の掘上時における生育量の測定結果は,第8表に示すとおりである｡

Table8. Treegrowtl10fapplesasaffectedbyapplicationsofslag,limeand

magnesia(班).

Treatment Total(冨e)ight T(ogp)weight R(ogt)weight T/R
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まず黒色土においては,全生体重では,珪カル多量区がもっともすぐれ,それについで石

戻+苦土多量区,珪カル少量区,石灰+苦土少量区,石灰多量区,同少量区の順におとり,

対照区がもっともおとっている｡地上部生体重では,珪カル多量区がもっともすぐれ,つい

で石灰+苦土多量区,石灰多量区および石灰+苦土少量区,珪カル少量区,石灰少量区の順

におとり,対照区がもっともおとっている｡地下部生体重は,全生体重とほぼ同様な傾向に

ある｡そしてT-R率は,珪カル多量区,同少量区および石灰+苦土多量区では低く,石灰
+苦土少量区,対照区の順にやや高くなり,石灰多量区および同少量区ではかなり高い｡

黄褐色土においては,仝生体重,地上部生体重および地下部体重ともに,珪カル多量区,

がもつともすぐれ,珪カル少量区,石灰+苦土多量区,同少量区,石灰多量区および同少量

区,対照区の順におとっている｡T-R率は,珪カル多量区,同少量区,石灰+苦土多量区
および同少量区では低く,石灰多量区,同少量区および対照区ではやや高い｡

結局,両土壌とも,珪カル多量区の生育がもっともすぐれている｡なお,両土壌における

生育量を比較すると,対照区は黄褐色土における生育量の方がすぐれているが,他の各区は

黒色土における生育量の方がすぐれている｡そして,各区間における生育量の差は,黒色土

における方が大である.また,T-R率は全般に,着手冒色土よりも黒色土において高い｡
前年の実験において発生した苦土欠乏症状は本実験においても発生し,その程度は黒色土

の対照区でもつともいちじるしく,同土壌の石灰多量区および同少量区でもかなり発生した｡
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黄褐色土では発生が比較的軽微であったが,対照区ではかなり発生し,石灰多量区および同

少量区にもわずかに発生した｡なお,前年の実験において発生したホウ素欠乏は,本年は前

もってホウ砂液を散布したために発生しなかった｡

(3) 葉内要素含量

各区における案内の窒素,リン,カリウム,カルシウム,マグネシウム,珪酸およびホウ

素の含量を分析した結果は,第9表に示すとおりである｡

まず黒色土において,窒素含量は,対照区でやや低いが,その他の各区の間には大差がな

い｡ リン含量は,珪カル多量区でやや高く,石灰少量区および対照区でやや低い｡カリウム

含量は,対照区できわめて高く,それについで珪カル少量区,石灰多量区および同少量区で

Table9. Nutrientcontentsinappleleavesas affectedbyapplicationsofslag,
limeandmagnesia(drymatter%).

Treatment N P A Ca Mg SiO之 B*

Blacksoil
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はやや高く,珪カル多量区,石灰+苦土多量区および同少量区ではやや低い｡カルシウム含

量は,対照区ではきわめて低く,珪カル少量区,石灰+苦土少量区,珪カル多量区,石灰少

量区,石灰+苦土多量区,石灰多量区の順に高いOマグネシウム含量は,対照区ではきわめ

て低く,石灰少量区,同多量区,珪カル少量区および石灰+苦土少量区,同多量区,珪カル

多量区の順に高くなっている｡珪酸含量は,珪カル多量区および同少量区で高く,石灰+普

土多量および区同少量区で低い｡ホウ素含量は,対照区でもつとも高く,石灰少量区,珪カ

ル多量区,同少量区,石灰多量区,石灰+苦土少量区,同多量区の順に低い｡

黄褐色土において,窒素含量は,対照区ではかなり俵いが,その他の各区の問には大差が

ない｡リン含量は,対照区でやや低く,石灰+苦土多量区および珪カル多量区ではかなり高

い｡カリウム含量は,リン含量とは逆に対照区でやや高く,石灰+苦土多量区ではやや低い｡

カルシウム含量は,対照区でもつとも低く,石灰+苦土少量区および珪カル少量区,石灰+
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苦土多量区および珪カル多量区,石灰少量区,同多量区の順に高いoマグネシウム含量は,

対照区ではきわめて低く,石灰少量区,同多量区,石灰+苦土少量区,珪カル少量区,同多

量区,石灰+苦土多量区の順に高い｡珪酸含量は,珪カル多量区および同少量区では高く,

石灰+苦土少量区および同多量区では低い｡ホウ素含量は,対照区,珪カル多量区および同

少量区では高く,石灰多量区および石灰+苦土多量区では低い｡

.W 考 察

本実験のうち,黒色土における土壌反応およびリンゴ樹の生育量の結果は,これまでの報

告3)･4)とほとんど同一の傾向にある.そして,黒色土におけるモモ樹の生育も,リンゴ樹の

生育とほぼ同じ傾向にあり,珪カルの肥効がきわめて顕著であり,珪カル中の石灰成分ある

いは石灰と苦土成分だけを施用した場合に比べて格段に生育がすぐれている｡花芽形成数も

また珪カル施用区においてもっとも多い｡なお,苦土成分を施用しなかった各区では苦土欠

乏による落葉がいちじるしく,このことが生育 (とくに根郡の生育)を強く阻害したことも,

リンゴの場合と同様である｡

黄褐色土においては,黒色土における場合と傾向がやや異なっている｡まず,施用したア

ルカリ成分は同量であっても,黄褐色土においては黒色土に比べてpH価の上昇度が著しい｡

これは,黒色土は多量の腐植質を合有し緩衝fl'LEがすこぶる強いのに対し,哉褐色土はそれに

比べて緩衝能がおとるためであろう｡

黄褐色土におけるリンゴの生育は,珪カル施用区では対照区に比べてすぐれているが,石

戻+苦土施用区および石灰施用区では対照区と大差なく,新拍伸長量はかえって対照区より

もおとっている｡黄褐色土の石灰+苦土区および石灰区で新柏の伸長がおとった主な原因は,

ホウ素欠乏のためであろうと思われる｡土壌中のホウ素はpH価が上昇するにつれて不可吸

態化するといわれており,2年目の実験における葉分析の結果においても,土壌pH価の高

い区ほど菓内ホウ素含量が低い｡とくに,黄褐色土の石灰+苦土多量区および石灰多量区で

は低く,欠乏症状が発生する限界濃度に近い1)｡ また,董褐色土の石灰+苦土区および石灰

区においては,少量施用区の方が多量施用区よりも地上部の生育がすぐれている｡これらの

ことから,この土壌においてほ,反応が中性付近になると微酸性の場合に比べて生育が明ら

かに減退し,その原因の1つがホウ素欠乏にあることが推察される｡

なお,黄褐色土では黒色土におけるほど苦土欠乏が発生しなかったが,これは黄褐色土は

もともと黒色土に比べてやや多量の苦土を含有していたためであろう0

モモにおいても,黄褐色土ではリンゴにおけると同様に,珪カル区の生育は対照区よりも

すぐれているが,石灰+苦土区および石灰区の生育は対照区と大差なく,地上部の生育はか

えって対照区よりも劣っている｡この原因もおそらく,土壌 pH価の上昇にともなうホウ素

その他の養分の不可吸態化によるものと思われる｡

本芙験においては,珪カルおよびその主要成分である石灰と苦土の施用量を,これまでの

黒色土における実験の結果からみた最適量だけ施用したために,黒色土に比べて緩衝力の弱

い黄褐色土においては土壌pHが上昇しすぎたきらいがある｡黄褐色土においては,もう少

し施用量を少なくすれば,石灰や苦土の肥効がより顕著に認められたかも知れない.一方,

この実験から,珪カルは多量に施肥しても土壌 pHが急激に上昇したりせず,炭カルや苦土

石灰に比べて過剰施肥の害が少ないといえるだろうO
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V 摘･ 要

はん土質火山灰土壌から採坂した表層(第 1層)の腐植質黒色土壁ならびに下層 (第3屑)

の黄褐色埴壌土のpH価,有効態リン酸含量およびリン酸吸収係数に及ぼす珪カルおよびそ

の主要成分である石灰および苦土の施用効果を調べ,さらにそれらの土壌を用いて鉢植えに

したリンゴおよびモモの幼樹の生育ならびに葉内薫分含量に及ぼすこれらの肥料の施用効果

を調査した｡

1, 土壌 pH価は,全般に,黒色土よりも黄褐色土において高かった｡そして,施用し

た石灰および苦土の量は同じでも,石灰+苦土施用区では珪カル施用区よりも土壌pH価

がかなり高かった｡珪カル,石灰および苦土の施用によって,土壌の有効態リン酸含量が増

加し,リン酸吸収係数がわずかながら低下した｡

2. リンゴの樹体生育量,およびモモの樹体生育量ならびに花芽形成数は,丙土壌とも

珪カル施用区においてもっとも優れた｡リンゴおよびモモともに,苦土成分を施用しなかっ

た対照区および石灰施用区においては,マグネシウム欠乏に基づく落葉がいちじるしかった｡

また,黄褐色土の石灰施用区および石灰+苦土施用区においては,ホウ素欠乏が発生して新

棺の生長が不良であった｡

3. リンゴにおける葉分析の結果,両土壌とも,対照区および石灰施用区では,菓内マ

グネシウム含量がきわめて低かった.また,土襲pH価が高い区ほど葉内ホウ素含量が低い

傾向にあり,黄褐色土の石灰施用区および石灰十苦土施用区ではとくに低かった｡
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FertilizerEffectsofSlagorLtheFruittrees

GrowingonVolcanicAsllSoil

ⅢFertilizerEffectsofSlagontheGrowthofYoungTreesof
AppleandPeachPlantedontheBlackSoilandtheYellowish

BrownSoilbothOriginatedfrom VolcanicAsh

ByliatsumiEtJMASmROandShigeakiTATEISHI

LaboratoryofPomology,Fac.Agric.,ShinshuUniv.

Summary

Effectsofapplicationofslag,limeandmagnesiaonthepH,thecontentof

availablephosphoricacid,andtheabsorptioncoe侃cientofphosphoricacidof

blacksoiland yellowishbrownsoilbothoriginatedfrom allitic volcanicash

wereinvestigated.Effectsofthesefertilizersonthetreegrowthandthenutrient

contentinleavesofapplesandpeachesplantedintilepotsWith仙esesoilswere
alsoobserved.

1. SoilpHvaluesineachtreatmentwerehigherintheyellowishbrownsoil

thanintheblacksoil.Inthebothsoils,thesoilpHintheslagtreatmentwas

lowerthaninthelimeplusmagnesiatreatment,thoughthesameamountsof

limeandmagnesiaweresuppliedinthebothtreatments.Byapplicationofslag,

limeandmagnesia,contentofavailablephesphoricacidinthesoilwasincreased,
butabsorptioncoe瓜cientofphosphoricacidwasslightlydecreased.

2.Intheb〇thsoils,treegrowthofapplesandpeaches,and凸owerbud
formationofpeachesweremostsuperiorintheslagtreatment.Inthetreesof

thecontrol,towhichnolimeandmagnesiaweresupplied,andinthoseofthe

limetreatment,towllichnomagnesiawassupplied,considerabledefoliation

occurredinsummerowingtomagnesiumde負ciencyinthebothspecies.Inthe

limeandthelimeplusmagnesiatreatmentstotheyellowishbrownsoil,shoot
growthoftheb〇thspecieswasretardedowlngtOboronde丘ciency.

3. Astheresultofleafanalysisinapples,itwasfoundthatwhenmagnesium

wasnotsuppliedmagnesiumcontentofleaveswasremarkablylow intheboth

soils.Also,itseemedthatboroncontentdecreasedwiththeriseofsoilpH.

Especially,itwasverylowinthelimeandthelimeplusmagnesiatreatments

totheyellowishbrownsoil.

Bull.Fac.Agric.,ShinshuUniv.No.9APT.,1965


